
実施設計図面
  

工事名

東部県土整備局
＜徳島＞

Ｒ３徳土　徳島小松島港（中洲地
区）　徳・新南福島１　橋梁耐震補
強工事（着手日指定型）（担い手確
保型）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

実施設計図面

道 路 規 格

有 効 幅 員

平 面 線 形

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

橋脚

橋台

σck

設計震度

基礎形式

第4種2級(設計速度40km/h)

1等橋(TL-20)

124.097m (121.805m 直線長)

22.800m+22.960m(x3)+32.191m

22.100m+22.260m(x3)+31.310m

車道 7.500m～10.500m 歩道 2.500m

バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁

A1側 89°30' P1～P4 69°00' A2側

∞ R=160

壁式

逆T式

210kg/cm2

0.24

中堀り鋼管杭

橋 格

橋 長

桁 長

上 部 工 形 式

支 間 長

斜 角
37°53'45"

α=47°46'52"

下

部

工

中洲みなと橋概要

2.500% 1.390%

車道 1.5% 1.5% 歩道 2.0%

上部工標準断面図 S=1:100
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適 用 示 方 書

竣 工 年 月 日

昭和55年道路橋示方書、バイプレ桁区間(第3径間のみ) 平成2年道路橋示方書

1993年5月(平成5年) 竣工から22年
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側 面 図

125
0
250

0
125

0

500
0

180
0

190
0
120

0
190

0

500
0

300

13800

300
14400

1250

6x2500=15000

1250

17500

300

12000

300
12600

1250
4x2625=10500

1250

13000

125
0 350

0 125
0

180
0

240
0
120

0
240

0

600
0

125
0

250
0
125

0

180
0

190
0
120

0
190

0

500
0

300

10800

300
11400

1250
3x3100=9300

1250

11800

125
0
250

0
125

0

180
0

190
0
120

0
190

0

500
0

300

11300

300
11900

1250
2500

2400
2400

2500
1250

12300

90
0
40
0

24
00 13

00
25
00

62
00

12
50 18

50
18
50 12

5062
00

1250
=6821.5

4x1705.4

2500
2500

1250

21143

=6821.5
4x1705.4

橋長 124097(121805 直線長)

3x23000=69000(中心間隔)

バイプレ方式単純I桁

22850

バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁

32247(29955 直線長)

バイプレ方式単純I桁ポストテンション方式単純T桁

平 面 図 S=1:250
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MWL +0.900

満潮水位 +1.800

河川計画高水位 +2.269

上流側河床

下流側河床

注記)
1.表示されている水位は、当初設計「小松島港港湾湾

改修工事(末広地区)(設計委託)徳島市新南福島～中
洲町(第5分割) 報告書 平成元年3月」成果より設定
した。

2.河床地盤線は、2015年8月18日の測量結果を示す。
3.竣工からの経過年数は2015年現在の年数を示す。
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縮 尺
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図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

10
0
2

2
8
12

40
0

2
9
16

40
0

1
06

2

400

884704358942614555

400 16990

道
路
中
心

正 面 図(P2橋脚側)

5
0
0

53
7

正 面 図(A1橋台側)

53
7

5624 5600

643 11224 2667 427

5569 5615

422 2630 11184 644

道
路
中
心

道
路
中
心

300 13800 300

300 13800 300

50
0

P1橋脚

4781 4644

655 9425 2629 425

4553 4699

425 2656 9252 650

道
路
中
心

7
0
0

7
0
0 4
0040
0

1
10

0

1
10

0

道
路
中
心

300 12000 300

300 12000 300

正 面 図(P1橋脚側)

正 面 図(P3橋脚側)

P2橋脚

正 面 図(P2橋脚側)

40404047

41826778087650

4017 4017

428 6432678 8034

道
路
中
心

300 10800 300

7
0
0

7
0
0 4
0040
0

300 10800 300

1
10

0

1
10

0

道
路
中
心

正 面 図(P4橋脚側)

P3橋脚

11300

4017 4017

643 8034 2678 428

4016 4017

429 2679 8033 643

5
3
1

50
0

5
0
0

5
3
1

300 300

300 11300 300

道
路
中
心

道
路
中
心

正 面 図(A2橋台側)

正 面 図(P3橋脚側)

P4橋脚A1橋台

A2橋台

沓座拡幅工 21143

810
817

400

8271

21143

6231 4311 703

400

道
路
中
心

15
0

1
5
0

1
50

500kN (5リンク) 3基
ブロック型ゴム被覆チェーン
落橋防止構造

2
8
460
0

2
8
4

28
4

28
4 6
0
0

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

落橋防止構造
ブロック型ゴム被覆チェーン
500kN (5リンク ) 4基
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500kN (5リンク ) 6基

落橋防止構造

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン
500kN (5リンク ) 4基

ブロック型ゴム被覆チェーン
750kN (5リンク ) 3基

落橋防止構造

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン
500kN (5リンク ) 4基
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下部工 No システム構成装置 備考

落橋防止システム概要
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落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、水平力分担構造

落橋防止構造、横変位拘束構造、水平力分担構造

沓座拡幅構造

落橋防止構造、横変位拘束構造、水平力分担構造

図示 2 25
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中洲みなと橋 落橋防止システム計画図

ブロック型ゴム被覆チェーン
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中洲みなと橋 落橋防止システム計画図
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水平力分担構造落橋防止構造

P4橋脚側 バイプレ方式単純I桁橋

ガス管移設(PLP 300A)
(竪壁全面～L=2.0m)

ガス管移設(PLP 300A)
(竪壁全面～L=4.9m)
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n=6組

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）
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実施設計図面
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鉄筋は斜角69°30’の斜め配筋となる。
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注記)
ブラケットの位置は、高さHと離れWの数値を基本に決定する。

注記)
1)図面内の上部工及び下部工に示す点線は、既設配筋要領を表したものである。
2)既存資料(当初設計図面)より復元した内容であるが、現場と必ずしも一致する

とは限らないので、施工に際しては削孔作業前に鉄筋探査を行い、既設配筋位
置を調査すること。

3)上部工はPC鋼材が配置されているため、PC鋼材の切断がないよう削孔位置でミ
ストドリル等による事前削孔を行うこと。

4)下部工は削孔長が深いので、上部工と同様にミストドリルによる事前削孔を行
うこと。

5)施工時は、アンカーの引き抜き試験により所定の引張り力以上を有することを
確認のこと。

6)取付位置変更に伴う再照査を行った場合は、発生する引張り力に応じて安全性
を確認すること。
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中洲みなと橋 A1橋台落橋防止構造詳細図 S=1:10
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*2 端末リンクの防錆仕様はHDZ55とする。

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

*3 製品計算重量: 65.3 kgf
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* ピンの防錆仕様はHDZ35とする。
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注記
1.特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。
2.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H8641 HDZ55とする。
但しボルト、ナット及びアンカーボルト埋込部以外は
HDZ35とする。
HDZ 55 鋼 板
HDZ 35 アンカーボルト、 ナット・ワッシャー

3.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、
既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で
あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

5.部材の自由端は、2Rの面取り処理を施す。
6.ナット頭部には、締め付け作業時にアイマークを行う。
7.図面内の「FP」表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。
8.ブラケットの製作は、本削孔とアンカーボルト設置及び引抜

試験の完了後、形状を照査してからとする。

*4 被覆ゴムは、耐候性HR(天然ゴム)系とする。

*5 チェーンは、フラッシュバット溶接アンカーチェーン

第3種(JIS F 3303-1993)とする。

アンカーボルト詳細図(下部工) S=1:5

アンカーボルト詳細図(上部工) S=1:5
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ネジ切り加工部は、溶融亜鉛メッキ処理を施す。
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ネジ切り加工部は、溶融亜鉛メッキ処理を施す。

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

注
入

不陸調整材
(エポキシ樹脂)

エポキシ樹脂注入 不陸調整材
(エポキシ樹脂)

4 25

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

側 面 図正 面 図

7838 6326

810 14163 4236 678

河川計画高水位 +2.269

満潮水位 +1.800

M W L +1.800

L W L 0.000

100 221.5 82@250=20500 221.5 100

沓座拡幅工 L=21143

既設橋台の配筋要領

10
0

1
84

1
0
@2

5
0=

2
50

0

9
6
6

2
9
34

道
路
中
心

アスファルト舗装 t=60～90

(調整コンクリート)

横締PC鋼より線 1T21.8

▽2.847▽2.803

▽3.954

▽3.600

21143

47°
46′

52″
90

0
4
0
0

13
0
0

4
50

既設橋台の鉄筋

810
90

810

90
810

90
810

90

810

90

810

90

810

90

810

90
810

90
810

90
810

90
810

11@900=9900

270

270

270

270

270

270

270

270

270

270

270

バイプレ方式単純I桁橋

バ
イ
プ
レ
方
式
単
純
I桁

橋

12
15

54
0

10549

=400

4@10011@150=1650n@300

上 流 側 下 流 側 P4橋脚側

引張PC鋼線(SWPR 1 12-φ7)

P4
橋
脚
側

G1
2

G1
1

G1
0

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

28
4

12
15

60
8

608

37
4

374

2°

1773

1773

29
0

1648

17
00

3646

n=4組

落橋防止構造(F70TEU)

4861 3646 7218

3646 4861 72183646

n=4組
落橋防止構造(F70TEU)

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止システム計画図 S=1:50

1700

沓座拡幅部

6
0
0

6
00

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

平 面 図

12
15

60
8

37
4

17
00

沓座拡幅工 L=21143

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

15
0

30
0

4
5
0

60
30
0

30
0

60 72
053

375 53480

72
0
30
0
60

30
0

60

480

53
375

53

12
15

60
8

37
4

17
00

72
0
30
0

30
0

53
375480

53

12
15

60
8

37
4

17
00

72
0
30
0

30
0

60

60

53
375480

53

目地材 t=20mm

落橋防止構造(F70TEU)
n=4組

16
19

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填

10
00

61
9

28
4

28
4

28
4

28
4

1150 1000

38
0

5
3
0

横変位拘束構造

5
5
0

685

22 1076 22
50

30

1000

5
0

65
0

9
8

横変位拘束構造

60

60

45
0

620

1
50

15
0

1
5
0

60
60250

250
60

250
250

60

620

4
50

1
50

1
5
0
1
5
0

60
250

250
60

620

45
0

15
0

1
5
0
1
5
0

60
250

250
60

620

45
0

15
0

1
5
0
1
5
0

i1(%)i2(%)

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止システム計画図

4
60

4
20

2
0

4
20

86
0

150300

450

6
0
0

防蝕材 □150x20

側 面 図 S=1:20

5401215

バイプレ方式単純I桁橋

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

20

沓座拡幅部

目地材 t=20mm

型枠(発泡スチロール 参考)
型枠(発泡スチロール 参考)

1000 619

1619

無収縮モルタル充填

5 25S=1:50

主桁断面図 S=1:30

20

2
20

810

790

4
80

7
0
0

50
1
12

3
7
6

72
90

90 270 90 270 90

205 400 205

2
20

2
7
0

注記)

鉄筋は斜め配筋となる。

90
180

270 180
90

90 90

注記)
1)図面内の上部工及び下部工に示す点線は、既設配筋要領を表したものである。
2)既存資料(当初設計図面)より復元した内容であるが、現場と必ずしも一致する

とは限らないので、施工に際しては削孔作業前に鉄筋探査を行い、既設配筋位
置を調査すること。

3)上部工はPC鋼材が配置されているため、PC鋼材の切断がないよう削孔位置でミ
ストドリル等による事前削孔を行うこと。

4)下部工は削孔長が深いので、上部工と同様にミストドリルによる事前削孔を行
うこと。

5)施工時は、アンカーの引き抜き試験により所定の引張り力以上を有することを
確認のこと。

6)取付位置変更に伴う再照査を行った場合は、発生する引張り力に応じて安全性
を確認すること。
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A2橋台:ブラケット詳細図

S=1:10
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上部工ブラケット詳細図 下部工ブラケット詳細図
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6-3種 Nut M33用 (SS400)

6-Washer M33用 (SS400)

2
50

F.P.

9

F.P.

F.P.

57
5 4
80

アンカーボルトD32x575

95

削
孔

長
4
90

φ42

削孔径

樹脂パテ材

エポキシ樹脂注入

(t=5mm)

ワッシャー(M30用)

(M30ネジ切り L=95)

3種ナット(M30用)

1種ナット(M30用)

95

ネ
ジ

切
り

長5

2
2

46
.
5

21
.
5

120

3
1
0

4-φ18

88
°

130

6-φ38孔

?6
4 ?256

R145

?75

975

1075

アンカーボルトD35x1075

100

削孔長 535

φ
4
5

削
孔

径

樹脂パテ材

エポキシ樹脂注入

(t=5mm)

ワッシャー(M33用)

(M33ネジ切り L=100)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

100

ネジ切り長

5

22

5221

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

削孔長 450

9.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

注記
1.特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。
2.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H8641 HDZ55とする。
但しボルト、ナット及びアンカーボルト埋込部以外は
HDZ35とする。
HDZ 55 鋼 板
HDZ 35 アンカーボルト、 ナット・ワッシャー

3.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、
既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で
あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

5.部材の自由端は、2Rの面取り処理を施す。
6.ナット頭部には、締め付け作業時にアイマークを行う。
7.図面内の「FP」表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。
8.ブラケットの製作は、本削孔とアンカーボルト設置完了後、

形状を照査してからとする。

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止構造詳細図(その1)

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止構造詳細図(その1)

S=1:10 6 25

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

S=1:10

A2橋台:取付詳細図及び部品図

異型ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

73 288 73

434

φ
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止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

93 60

1
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.
4
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0

50 143 80

1
0
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3
3

φ
50

φ
64

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

286

76 99 111

φ
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2
1

37
21
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6

φ
5
5.

4

φ
50

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

φ
7
6

φ
55

.
4

22

φ
58

16 83

エンドピン

16

φ
58

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

φ
48

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

φ110 9

φ66 1-M10

2-M8
(六角穴付ボルト)

六角穴付止めねじ
(M10)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

偏 向 具
(ポリエチレン)

198

1
98

1
50

150

90

8-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

スプリング

(SW-C:亜鉛めっき黒色クロメート処理)

φ
8
6

φ
6
3

φ126 50

3515

φ
1
13

φ
9
0

ウェッジプレート

(SCM440:電気亜鉛めっき)

φ131

200

1
2

(製作長)

40

50

10

φ
6
3

φ
12

3

φ
11

3

φ
9
0

50 250

(410)

φ
13

7

2
0

(SS400,STKM13C:亜鉛めっき)

1
20

1
60

2
0

9

φ
6
3

コントロールパイプ

20

350

31020

440

300

5

140

9010

φ
10

0

9010 10

φ
15

5

φ
14

5

(エチレンプロピレンゴム)

キャップ

28350

1
60

支圧プレート

(SS400:亜鉛めっき)

31020 20

1
20

2
0

2
0

4-φ8

(PCD113)

3-M6x10タップ孔

4-φ18

φ
6
3

φ
1
26

φ
13

1

1648

2102

下部工側

2509

579

45 85506250

上部工側

28

マンション

キャップ

SUSバンド

ナット

ホールドプレート

スプリング

ウェッジプレート

コントロールパイプ

取付ボルト・Uナット

支圧プレート

偏向具連結ケーブル(F70TEU)

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘 要規 格名 称

SCM435,ネジきり標準 <ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)

個 2

本 1

1

ポリエチレン <ケーブルに組込>

ナット 個

個

個

1

1

ポリエチレン

M16x50 1W付 本 8 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付

個

個

個

個

1

1

1

1 SS400,STKM13C,亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C,亜鉛めっき,黒色クロメート処理

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM440,電気亜鉛めっき

エチレンプロピレンゴム;2-SUSバンド付

枚

本

1

4 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZ35)

SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

F70TEU L=2102mm

F70TE用 標準

F70TE用

F70TE用

F70TE用 L=200

F70TE用

F70TE用

F70TE用

F70TE用

F70TE用

F70TE用 700mm

連結ケーブル

φ28.5

φ38.5

200

連結ケーブル全長 L=2102

320

φ
55

.
4

320

1020

700

200PC鋼より線
(7xφ9.5)

A

A

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ9.5)

被覆材保護チューブ
(t=2)

A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

82 45

94

六角穴付止めねじ
(M10)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

取付後はマンション先端ねじ部に

防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

タイブリッジ寸法表

スプリング密着長

スプリング取付長

コントロールパイプ移動量

スプリング移動量

落橋防止装置移動量

SF2

Sm

So

SF1

SF1+SF2

50

137

87

250

300

項 目

スプリング製作長 200Sb

下部工側 上部工側

(PCD113)

取付詳細図

偏向具

ッ

ジ
本

体

タ

イ
ブ

リ

キャップ

支圧プレート

取付ボルト・Uナット

コントロールパイプ

スプリング

ホールドプレート

ウェッジプレート

全4組

M16x100

(S45C:亜鉛めっき)

ホールドプレート

4-φ18

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

距離を確認のうえ、おこなうこと。

F70TEU用

F70TEU用

F70TEU用

F70TEU用

F70TEU用

F70TEU用

143 210

85

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

異型ブラケットピン

アイバー

止めナット

(マンション)

(ガイドパイプ)

(取付ボルト)

異型ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

ー

バ

ニ

ユ

テ

ス

シ

ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F70TEU用

SF1Sm

密着時

SF2 So

取付要領図

取付時

ナット

ガイドバー

ホールドプレート

スプリング

コントロールパイプ

ウェッジプレート

※ガイドバーはスプリングセット完了後に取りはずすこと。

マンション

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止構造詳細図(その2)

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止構造詳細図(その2)
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徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

位 置 図

S=1:20,50 8 25

47°
46′

52″

9
0
0

4
0
0
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0
0
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橋
脚
側

1818.3 10@1215.3=12153 7172.1

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

15
0

3
004
50

1818.3 10@1215.3=12153 7172.1

中洲みなと橋 A2橋台水平力分担構造詳細図

7838

14163810上 流 側

横締PC鋼より線 1T21.8

道
路
中
心

6326

4236 678 下 流 側

正 面 図

沓座拡幅工 21143

60
0

6
00

5
50

5
0

5
0

55
0

S=1:50

平 面 図 S=1:50

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

沓座拡幅工 21143

4
5
0

無収縮モルタル充填

10@1215.3=12153

90
810

90
810

90
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9
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00

16
19

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填

中洲みなと橋 A2橋台水平力分担構造詳細図

主桁断面図 S=1:30
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48
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5
0
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3
76

7
2

9
0

90 270 90 270 90

205 400 205
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0
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注記)

鉄筋は斜め配筋となる。
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180

270 180
90

90 90

S=1:400

5000 6000 5000

5000

6200

橋 長 124097 (121805 直線長)

22850 3x23000=69000 (中心間隔)

バイプレ方式単純I桁バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁 バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁

30 40 40 40 40 30

32247 (29955 直線長)

計画河床 -2.105

M F M M M MF F F F

A1 A2P1 P2 P3 P4

1
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8
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0
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8
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7
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0
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7
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7
0
0

1
5
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0
0

5
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0
5
1
2
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1
2

15
0
0 3
0
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93

4
9
66

57
0
0

60
0

1
2
0
0

1
0
7
0

1
2
00

1
20

0

7
0
0

1:3

9
50

0

至 福島至 中洲町

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間

ガス管(四国瓦斯(株))400
850

900
400

1800900
900

900
9001800

上流側河床

下流側河床

8450

計画箇所

46
0

4
2
0

2
0

42
0

8
60

150300

450

6
00

防蝕材 □150x20

※ST式防蝕アンカーの鋼棒部の防錆処理は「ST-SGN12」とし、

拡幅部埋め込み部はSGめっきのみ、突出部（図中着色部）は

SGめっきにナイロンコーティング（N12)を施すものとする。

側 面 図 S=1:20

5401215

バイプレ方式単純I桁橋

ST式防蝕アンカー装置
φ42x860

2
0

沓座拡幅部

目地材 t=20mm

型枠(発泡スチロール 参考)
型枠(発泡スチロール 参考)

1000 619

1619

無収縮モルタル充填

アンカーキャップ

材 料 表

11本F42DST式防蝕アンカー装置

A2

数 量
単位 備 考材 質寸 法名 称

ST-SGN12合成ゴム
S35CN ポリエチレン又はFRP

※ 防蝕アンカーの鋼棒部は、ST-SGN12とする。

F

φ42x860

S=1:3

φ42

φ70

保持パッキン

アンカーキャップ

アンカーバー

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

9 25S=1:10,20

中洲みなと橋 A2橋台落橋防止システム計画図

中洲みなと橋 A2橋台横変位拘束構造詳細図(その1)
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アンカー筋 φ42

400バイプレ方式単純I桁橋
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アンカー筋 φ42

アンカー筋 D35

緩衝ゴム

アンカー筋 D35

1
0
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=
3
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3
@
12

5
5
0

正 面 図

平 面 図

アンカー筋継ぎ手

S=1:20 S=1:20

S=1:20
上部工付ブラケット S=1:10
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15 15
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550 68
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5
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2
5
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3
5
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3
8
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緩衝ゴム

(クロロプレンゴム)

ザクリ φ40*30孔明け φ45

S35CN φ42
F.P.

F.P.

A - A B - B

C - C

B

B

A A

C C

アンカーボルト詳細図

420

580

アンカーボルト
(S35CN φ42)

160

φ
5
5

削
孔

径

樹脂パテ材

エポキシ樹脂注入

(t=5mm)

ワッシャー(M39用)

(M39ネジ切り L=160)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

160

ネジ切り長

5

68 60 27

18-ANCHOR BOLT φ42x580 (S35CN)

18-NUT M39(1種) (SS400)

18-NUT M39(3種) (SS400)

18-WASHER M39 (SS400)

製作数：1組

削孔長 430

不陸調整材

6
23
31

1-BASE PL 380x68x1150

製作数：1組

1-Flg PL 350x22x550

1-Rib PL 550x22x1076

4-B.N M16x85

1 緩衝ゴム 350x50x500

注記
1.特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。
2.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H8641 HDZ55とする。
但しボルト、ナット及びアンカーボルト埋込部以外は
HDZ35とする。
HDZ 55 鋼 板
HDZ 35 アンカーボルト、 ナット・ワッシャー

3.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、
既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で
あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

5.部材の自由端は、2Rの面取り処理を施す。
6.ナット頭部には、締め付け作業時にアイマークを行う。
7.図面内の「FP」表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。
8.ブラケットの製作は、本削孔とアンカーボルト設置完了後、

形状を照査してからとする。
9.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

S=1:10

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）
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徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）
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鉄筋質量表(SD345)
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

H 1 - 1 D35 930 14 7.51 6.98 98

H 1 - 2 D35 930 7 7.51 6.98 49

H 2 D19 2140 8 2.25 4.82 39

186

合 計 D35 147 kg

D19 39 kg

総質量 186 kg

鉄 筋 加 工 表

部 材 鉄筋番号 鋼材材質 鉄筋径 鉄 筋 長

(mm)

部 材 数 鉄筋本数 鉄筋総数 総 延 長

(mm)

形状番号 曲げ寸法(mm)

a b c d e

H 1-1 D35 930 1 14 14 13020 1 930

H 1-2 D35 930 1 7 7 6510 1 930

H 2 D19 2140 1 8 8 17120 2 295 295 573 473 573

a

形状 1

a

b

c

d

e

形状 2

SD345

SD345

SD345

アンカー鉄筋

アンカー鉄筋

帯鉄筋

中洲みなと橋

A2橋台横変位拘束構造詳細図(その2)

アンカーボルト詳細図
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エポキシ樹脂注入

機械式継ぎ手

注記
1.特記なき鋼材の材質は全てSD345とする。
2.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。
3.作業空間（高さ）が狭いため、アンカー削工時の

使用機械は機械高の低いタイプを選定する等の対応
を配慮のこと。

4.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で
あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

S=1:10

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

S=1:10 2511

中洲みなと橋 A2橋台沓座拡幅配筋図(その1) S=1:50
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注記)
1)施工に際しては、現橋を再測し計画形状を確認のこと。
2)既設構造物にアンカー孔の作業を行う場合は、事前に鉄筋探査を

行い配筋要領を確認のこと。
3)ST式防蝕アンカー及び落橋防止構造のブラケット設置によって、

沓座拡幅の鉄筋と干渉する場合は適宜ずらすこと。
4)計画内容に変更が生じる場合は、発注者と協議を行い適宜対応の

こと。
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中洲みなと橋 A2橋台沓座拡幅配筋図(その1)
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徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

S=1:10 12 25

12000 10000

690以上

A 4-1 6-D22 X 12000 A 4-2 6-D22 X 10000

鉄筋質量表(SD345)
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

A 1 D22 1020 168 3.04 3.10 521

A 2 D22 950 86 3.04 2.89 249

A 3 D22 1550 86 3.04 4.71 405

A 4 - 1 D22 12000 6 3.04 36.48 219

A 4 - 2 D22 10000 6 3.04 30.40 182

1576

合 計 D22 1576 kg

総質量 1576 kg

鉄 筋 加 工 表

部 材 鉄筋番号 鋼材材質 鉄筋径 鉄 筋 長

(mm)

部 材 数 鉄筋本数 鉄筋総数 総 延 長

(mm)

形状番号 曲げ寸法(mm)

a b c d e

A 1 D22 1020 1 168 168 171360 1 253 154 711

A 2 D22 950 1 86 86 81700 2 311 422 311

A 3 D22 1550 1 86 86 133300 3 341 322 422 322 341

A 4-1 D22 12000 1 6 6 72000 4 12000

A 4-2 D22 10000 1 6 6 60000 4 10000

a

b

c

形状 1

a

b

c
形状 2

a

b

c

d

e

形状 3

a

形状 4

中洲みなと橋 A2橋台沓座拡幅配筋図(その2)
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A 1 168-D22 X 1020

中洲みなと橋 A2橋台沓座拡幅配筋図(その2) S=1:10
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徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）
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注)
1.吊り足場は、満潮水位以上に設置すること。
2.足場には適切な養生(板張り、シート張り)を行うこと。
3.安全施設の配置においては、現地の状況に合わせて決定する。
4.工事の状況に応じて、歩行者等への誘導も適宜配置する。
5.本図面は参考図のため、足場設置要領等は、施工者にて方法

及び詳細を決定のこと。
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社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

中洲みなと橋 落橋防止システム施工要領図(その1)

（第1径間足場設置要領図）
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注)
1.異常潮位時に足場材が流出しないように、番線で確実に結束

しておくこと。
2.異常潮位時に足場の浮き上がりが生じないように単管パイプ

等で固定しておくこと。
3.台風等で上記問題が生じる可能性が高い場合には、足場の一

時的な撤去等については、監督員と協議し決定すること。
4.足場は適切な養生

床面:板張り+シート張り、側面:シート張り を行うこと。
5.安全施設の配置においては、現地の状況に合わせて決定する。
6.工事車両の状況に応じて、歩行者等への誘導も適宜配置する。
7.上図の交通規制要領図は、工事区間を仮定したものである。
8.本図面は参考図のため、足場設置要領等は、施工者にて方法

及び詳細を決定のこと。
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橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）
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注記)

1.本図面は参考図のため、工事着手に際しては施工者

にて施工要領を検討のこと。
2.床版削孔時に既設床版の鉄筋の破断が生じないよう

に、事前に鉄筋探査を行い、既設配筋位置を調査す

ること。

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）
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橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）
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道
路
中
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正 面 図(P4橋脚側)

断面修復工

断面修復工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

P3橋脚

11300

4017 4017

643 8034 2678 428

4016 4017

429 2679 8033 643

5
3
1
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0

5
0
0

5
3
1

300 300

300 11300 300

道
路
中
心

道
路
中
心

正 面 図(A2橋台側)

正 面 図(P3橋脚側)

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

P4橋脚

下部工正面図 S=1:200

A1橋台

A2橋台

21143

0.21%

4
50

810
817

400

8271

21143

6231

2
0
0

4311

1
0
0

703

400

2
50

道
路
中
心

断面修復工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

中洲みなと橋 補修計画図

中洲みなと橋 補修計画図

側 面 図

平 面 図

橋 長 124097 (121805 直線長)

22850 3x23000=69000 (中心間隔)

バイプレ方式単純I桁バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁 バイプレ方式単純I桁 ポストテンション方式単純T桁

32247 (29955 直線長)
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0
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0
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9
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至 福島至 中洲町
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下流側河床
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バイプレ方式単純T桁ポストテンション方式単純T桁バイプレ方式単純I桁

第4径間

ポストテンション方式単純T桁
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バイプレ方式単純I桁
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3
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1
0
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1
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0

1
20

0

7
00

1:31:3

±0.000

満潮水位 +1.800

MWL +0.900

30

5
70

0

LWL

断面修復工、ひび割れ補修工 ひび割れ補修工

断面修復工

ひび割れ補修工 断面修復工、ひび割れ補修工

断面修復工、ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工 注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

工 種

補修工法一覧

仕 様

エポキシ樹脂低圧注入工法

ポリマーセメントモルタル使用(左官工法)

断面修復工

断面修復工、ひび割れ補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

断面修復工、ひび割れ補修工

断面修復工、ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工

上

部

工

下

部

工

断面修復工

ひび割れ補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

ポリマーセメントモルタル使用(左官工法)

エポキシ樹脂低圧注入工法、エポキシ樹脂充填工法

3x23000=69000 (中心間隔)

至 福島

図 示 2518

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

中洲みなと橋 上部工補修詳細図 S=1：100

記 号

ひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

その他

剥離

漏水・滞水

損傷名称

損傷凡例

うき

補修工法一覧

工 種 種 別

注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

ひびわれ注入工 可とう性エポキシ樹脂注入工

ひびわれ注入工

エポキシ樹脂シール

カートリッジ

(エポキシ樹脂注入材)

自動低圧注入器
ひびわれ

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひびわれ面シール

注 入

パイプ撤去

シール材撤去

仕 上 げ

清 掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。

V=1200・b・h・L・1.15

ここに、

V :注入量

1200 :エポキシ樹脂系注入材比重

b :びびわれ幅

h :びびわれ深さ

L :ひび割れ延長

1.15 :ロス率

側 面 図 S=1:100

バイプレ方式単純I桁

40

32247 (29955 直線長)
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上流側河床

下流側河床
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第5径間

至 中洲町

平 面 図 S=1:100
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32247 (29955 直線長)
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21143

第5径間

至 福島至 中洲町

2)ひびわれ注入工
W=0.10mm、L=1.50m

1)ひびわれ注入工
W=0.20mm、L=0.70m

3)ひびわれ注入工
W=0.20mm、L=0.40m

河川計画高水位 +2.269

満潮水位 +1.800

MWL +0.900

ひびわれ注入工

番号

1

2

3

幅(mm)

0.20

0.10

0.20

合計

長さ(m)

0.70

1.50

0.40

2.60

深さ(m)

0.05

0.05

0.05

0.15

注入量(リットル)

0.010

0.010

0.006

0.026

備 考

第5径間 G11主桁

第5径間 G11主桁

第5径間 G12主桁

中洲みなと橋 上部工補修詳細図

S=1:100 19 25

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

20 25

S=1：50

(A1橋台)
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正 面 図 側 面 図

1.15%
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(7254)

7043

(6015)
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(2636)

2614

(415)

555

400 16990

568

後打ちコンクリート

300300

道
路
中
心

構
造
物
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後打ちコンクリート

1
0
0

2
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0

9181028 13@918=11934 2@918=1836 1274

70
1
1

69
6
7

河川計画高水位 +2.269

満潮水位 +1.800

M W L +1.800

L W L 0.000

記 号

ひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

その他

剥離

漏水・滞水

損傷名称

損傷凡例

うき

補修工法一覧

工 種 種 別

断面修復工 ポリマーセメントモルタル補修

ひびわれ充填工 可とう性エポキシ樹脂充填工

注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

1)ひびわれ充填工
W=0.50mm L=1.30m

2)ひびわれ充填工
W=0.50mm L=1.10m

3)ひびわれ充填工
W=1.00mm L=1.20m

1)ひびわれ注入工
W=0.30mm L=1.10m

添架物ブラケット 添架物ブラケット

ひびわれ注入工 可とう性エポキシ樹脂注入工

1)断面修復工
W=0.15xH=1.70

鉄筋防錆処理

カッター工 カッター工

はつり工

プライマー塗布

断面修復材

1 1

2

3

4

5

現 状

コンクリート剥落部

露出鉄筋既設部コンクリート

断面修復工
[左官工法]

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用いて

鉄筋防錆材を塗布する。

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面

の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。

・ピックハンマーを用いてコンクリート

劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

1)ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初の形状に戻す。

2)1回の埋め戻し厚は、20～30mmを標準とし、下層モルタルが

十分硬化したことを確認したうえで、次層のモルタルを塗り

重ねる。

3)露出させた鉄筋の背面側には、断面修復材が回りにくいため、

特に入念に埋め戻す必要がある。

4)ポリマーセメントモルタル及び鉄筋防錆処理に使用する材料

は、マクロセル腐食に有効な材料を選定すること。

既設部コンクリート

ひびわれ充填工

注記)

ひびわれ深さが深い場合は,注入工法と併用すること。

断面図

ひびわれ注入工

エポキシ樹脂シール

カートリッジ

(エポキシ樹脂注入材)

自動低圧注入器
ひびわれ

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひびわれ面シール

注 入

パイプ撤去

シール材撤去

仕 上 げ

清 掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。

V=1200・b・h・L・1.15

ここに、

V :注入量

1200 :エポキシ樹脂系注入材比重

b :びびわれ幅

h :びびわれ深さ

L :ひび割れ延長

1.15 :ロス率

断面修復工(左官工法)

番号

1

幅(m)

0.150

長さ(m)

1.700

厚さ(m)

0.100

合計

数量(m3)

0.0255

0.0255

備 考

A1橋台

ひびわれ注入工

番号

1

幅(mm)

0.30

合計

長さ(m)

1.10

1.10

深さ(m)

0.10

0.10

注入量(リットル)

0.046

0.046

備 考

A1橋台

断面修復工、ひび割れ補修工

中洲みなと橋 下部工補修詳細図(その1)

ひび割れ面を

U 又は Vカット

バックアップ材挿入

清 掃

充てん材を充てん

養 生

仕 上 げ

番号 長さ(m) 備 考

ひび割れ充填工

(1) 0.50 1.30

幅(mm) 深さ(m)

0.100

充填量(kg)

0.090

補修部位

A1橋台 (2) 0.50 1.10 0.100 0.076

合計 3.60 0.332

平均ひび割れ充填量 V = 0.332 / 3.60 = 0.092 kg/m

可とう性エポキシ樹脂充填

1
0m

m
程

度

10～15

(3) 1.00 1.20 0.100 0.166

中洲みなと橋 下部工補修詳細図(その1)

S=1：50

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

21 25

(A2橋台)

河川計画高水位 +2.269

満潮水位 +1.800

M W L +1.800

L W L 0.000

21143

47°
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中洲みなと橋 下部工補修詳細図(その2) S=1：50
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400
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0

400 400

正 面 図

ひびわれ注入工
1)W=0.3mm L=1.25m

添架物ブラケット 添架物ブラケット

ひびわれ注入工

エポキシ樹脂シール

カートリッジ

(エポキシ樹脂注入材)

自動低圧注入器
ひびわれ

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひびわれ面シール

注 入

パイプ撤去

シール材撤去

仕 上 げ

清 掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。

V=1200・b・h・L・1.15

ここに、

V :注入量

1200 :エポキシ樹脂系注入材比重

b :びびわれ幅

h :びびわれ深さ

L :ひび割れ延長

1.15 :ロス率

ひびわれ注入工

番号

1

幅(m)

0.30

合計

長さ(m)

1.25

1.25

深さ(m)

0.10

0.10

注入量(リットル)

0.052

0.052

備 考

A2橋台

記 号

ひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

その他

剥離

漏水・滞水

損傷名称

損傷凡例

うき

補修工法一覧

工 種 種 別

ひびわれ注入工 可とう性エポキシ樹脂注入工

注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

ひび割れ補修工

上 流 側 下 流 側

中洲みなと橋 下部工補修詳細図(その2)

S=1：50

徳島小松島港（中洲地区）

徳島市新南福島１丁目（中洲みなと橋）



社 名

/図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

図 面 名

会

工 事 名

徳島県東部県土整備局(徳島庁舎)

実施設計図面

Ｒ３徳土 徳島小松島港（中洲地区） 徳・新南福島１
橋梁耐震補強工事（着手日指定型）（担い手確保型）

中洲みなと橋 上部工構造一般図(その1)
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